
対象学年 講義/演習 実習

前期 28.0時間 －

後期 28.0時間 －

〈微生物学総論〉
1. 微生物の分類とそれぞれの特徴・病原性を説明できる。
2. 化学療法剤（抗菌薬等）の分類と特徴を説明できる。
3. 微生物の滅菌・消毒法を説明できる。
〈微生物学各論〉
4. 各種の病原微生物（原虫・真菌・細菌・ウイルス）の構造と病原因子を説明できる。
5. 各種の病原微生物による感染症や治療法、予防法を説明できる。
〈免疫学〉
6. 免疫系の構成因子と特徴を説明できる。
7. 自然免疫・獲得免疫について説明できる。
8. 粘膜免疫について説明できる。
9. アレルギー・自己免疫疾患の種類、特徴について説明できる。
10. ワクチンの原理と種類、特徴について説明できる。
〈全体〉
11. 課題解決に必要なコミュニケーションならびに協調性の意義について説明できる。
12. 微生物学・免疫学における高度な専門性および医療・研究倫理について説明できる。
13. 生涯学習のためのICTスキルならびに情報リテラシーについて説明できる。

学修方針（講義概要等）

微生物は自然界に広く生息しており、その種類はウイルスから原虫まで多岐にわたる。ヒトは微
生物との相互作用なくしては生存し得ない。しかし反面、ごく限られた微生物がヒトに対して病
原性を発揮する。微生物学・免疫学Ⅰでは２年次において、「微生物学総論および各論」と宿主
側の感染防御機構たる「免疫学」の知識を理解することを目的とする。宿主―寄生体相互作用に
基づいた感染症の知識、検証技術を習得し、さらに生命科学の一分野としての微生物学・免疫学
について講義・演習を通じて学修する。

教育成果（アウトカム）

医学全般に関連した微生物学総論と宿主側の感染防御機構たる免疫学について学び、さらに寄生
体側すなわち病原微生物について、その性状、病原因子を疾患との関わりから理解することがで
きる。将来の歯科医師として必要な微生物学・免疫学の知識や技術を習得し、さらに最先端の生
命科学への理解が身につく。

（関連するディプロマポリシー：1〜4、6、8、9）

到達目標（SBOs）
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区分・時間数
期間 通年

微生物学・免疫学Ⅰ

責任者・コーディネーター 微生物学講座（分子微生物学分野）　石河　太知　教授

担当講座（分野） 微生物学講座（分子微生物学分野）
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事前事後学修の具体的内容及び時間

各講義前後には、下記の事前・事後学修を定める。詳細はシラバス各講義欄に記載する。
【事前学修】
シラバスに記載されている次回の講義内容を確認し、教科書等を用いて事前学習を行うこと。各
講義に対する事前学習の時間は平均30分を要する。
【事後学修】
講義後に公開される事後課題を、講義資料や教科書を用いてノートにまとめ、到達目標の内容を
確認すること。各講義に対する事後学習の時間は平均45分を要する。

（事前学修：平均30分を要する　事後学修：平均45分を要する）



講義/演習日程表

区
分

月日
（曜）

時
限

担当教員
（講座 分野）

ユニット名
内容

到達目標
［コア・カリキュラム］

事前事後学修

講
義

4/7
（火）

3

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

微生物学序論
細菌の構造

医学微生物学の意義、
微生物の生物分類学上
の位置、分類および構
造的特徴を理解する。

1. 微生物の発見と医学微生物学の
発展について説明できる。
2. Kochの条件を説明できる。
3. 生物の系統と微生物の分類学上
の位置づけを説明できる。
4. 微生物の分類を説明できる。
5. 細菌の構造物について説明でき
る。
6. 細菌の構造物の機能について説
明できる。
7. 感染の定義，感染症について説
明できる。
8. 宿主-寄生体相互作用について説
明できる。
[A-4-1-1,2,3,9]
事前学修：教科書p.2-14,18-21,57-
60を読んで疑問点を整理しておくこ
と。所要時間30分程度。
事後学修：講義後の課題をノートに
まとめ、到達目標の内容を整理して
おくこと。所要時間45分程度。

講
義

4/14
（火）

3

三浦利貴助教
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

細菌の代謝・生育・遺
伝

細菌のエネルギー代謝
および生育の生理学、
ならびに染色体、遺伝
子の構造および転写の
調節機構を理解する。

1. 解糖、発酵、好気呼吸について
説明できる。
2. 異化作用について説明できる。
3. 同化作用について説明できる。
4. 細菌が生育するための栄養素お
よび培地について説明できる。
5. 種々の細菌培養法について説明
できる。
6. 細菌が増殖するための環境因子
について説明できる。
7. 原核細胞と真核細胞の染色体構
造の違いを説明できる。
8. 遺伝子の伝達様式を説明でき
る。
9. 転写に関与する因子と正負の調
節について説明できる。
[A-1-3-5, A-4-1-1,2]
事前学修：教科書p.15-18,40-56を
読んで疑問点を整理しておくこと。
所要時間30分程度。
事後学修：講義後の課題をノートに
まとめ、到達目標の内容を整理して
おくこと。所要時間45分程度。



講
義

4/21
（火）

3

佐々木実非常勤講師 グラム陽性球菌

病原性グラム陽性球菌
の細菌学的性状とその
病原性を理解する。

1. レンサ球菌の形態、分類、分
布、培養法について説明できる。
2. A群レンサ球菌の病原因子につい
て説明できる。
3. その他のレンサ球菌の性状、病
原性について説明できる。
4. ブドウ球菌の形態、分類、分布
と培養法について説明できる。
5. 黄色ブドウ球菌の病原因子につ
いて説明できる。
6. MRSAについて説明できる。
7. コアグラーゼ陰性ブドウ球菌に
ついて説明できる。
[A-4-1-1,2,3,5]
事前学修：教科書p.140-147を読ん
で疑問点を整理しておくこと。所要
時間30分程度。
事後学修：講義後の課題をノートに
まとめ、到達目標の内容を整理して
おくこと。所要時間45分程度。

講
義

5/19
（火）

3

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

グラム陽性桿菌

病原性グラム陽性桿菌
の性状とその病原性に
ついて理解する。

1. リステリアの細菌学的性状と病
原性について説明できる。
2. マイコバクテリウムの性状と病
原性について説明できる。
3. コリネバクテリウムの性状と病
原性について説明できる。
4. 細胞内寄生性細菌について説明
できる。
5. バシラス属細菌の性状と病原性
について説明できる。
6. クロストリジウム属細菌の性状
と病原性について説明できる。
7. 偏性嫌気性細菌の生理学的性状
と病原性について説明できる。
[A-4-1-1,2,3,5]
事前学修：教科書p.148-154を読ん
で疑問点を整理しておくこと。所要
時間30分程度。
事後学修：講義後の課題をノートに
まとめ、到達目標の内容を整理して
おくこと。所要時間45分程度。

講
義

5/26
（火）

3

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

グラム陰性細菌

病原性グラム陰性細菌
の性状とその病原性に
ついて理解する。

1. グラム陰性球菌に分類される菌
の種類、性状、病原性について説明
できる。
2. グラム陰性桿菌に分類される菌
の種類、性状、病原性について説明
できる。
3. スピロヘータに分類される菌の
種類、性状、病原性について説明で
きる。
[A-4-1-1,2,3,5]
事前学修：教科書p.155-174を読ん
で疑問点を整理しておくこと。所要
時間30分程度。
事後学修：講義後の課題をノートに
まとめ、到達目標の内容を整理して
おくこと。所要時間45分程度。



講
義

6/2
（火）

3

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

スピロヘータ・偏性細
胞内寄生性微生物、そ
の他の病原微生物

スピロヘータ・マイコ
プラズマ、クラミジ
ア、リケッチアの細胞
生物学と病原性を理解
する。

1. マイコプラズマの性状と病原性
について説明できる。
2. クラミジアの性状と病原性につ
いて説明できる。
3. リケッチアの性状と病原性につ
いて説明できる。
[A-4-1-1,2,3,4,5]
事前学修：教科書p.175-183を読ん
で疑問点を整理しておくこと。所要
時間30分程度。
事後学修：講義後の課題をノートに
まとめ、到達目標の内容を整理して
おくこと。所要時間45分程度。

演
習

6/9
（火）

3

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

三浦利貴助教
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

前期演習1 1. 講義で理解できなかった項目を
列挙できる。
2. 理解できなかった項目の学習方
法を説明できる。
3. 理解できなかった項目について
学習し、説明できる。
4. 提示された課題の問題点を列挙
できる。
5. 提示された課題についての学習
方法を説明できる。
6. 提示された課題の学習を通し
て、自ら新たな問題点を見出すこと
ができる。
[A-1-3-5, A-4-1-1,2,3,5,9]
事前学修：今までに作成したノート
や教科書、講義資料を参照し、学習
内容を再確認しておくこと。所要時
間30分程度。
事後学修：演習問題の解説を、資料
を参考にノートにまとめておくこ
と。所要時間45分程度。

演
習

6/16
（火）

3

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

三浦利貴助教
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

前期演習1解説

講義で修得した知識を
確実なものとして深化
させ、問題解決能力の
基礎を身につける。

1. 講義で理解できなかった項目を
列挙できる。
2. 理解できなかった項目の学習方
法を説明できる。
3. 理解できなかった項目について
学習し、説明できる。
4. 提示された課題の問題点を列挙
できる。
5. 提示された課題についての学習
方法を説明できる。
6. 提示された課題の学習を通し
て、自ら新たな問題点を見出すこと
ができる。
[A-1-3-5, A-4-1-1,2,3,5,9]
事前学修：今までに作成したノート
や教科書、講義資料を参照し、学習
内容を再確認しておくこと。所要時
間30分程度。
事後学修：演習問題の解説を、資料
を参考にノートにまとめておくこ
と。所要時間45分程度。



講
義

6/23
（火）

6/30
（火）

3

3

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

ウイルス学

ウイルスの性状と感染
経路、標的器官を知
り、抗ウイルス薬の作
用機構を理解する。

1. ウイルス粒子の構造と各部位の
機能を説明できる。
2. ウイルス粒子の増殖過程を説明
できる。
3. ウイルスの分類について説明で
きる。
4. DNAウイルス、RNAウイルスを列
挙できる。
5. DNAウイルス感染症について説明
できる。
6. RNAウイルス感染症について説明
できる。
7. 主要な病原性ウイルスの感染経
路、標的器官を説明できる。
8. 抗ウイルス薬の特徴と作用機構
を説明できる。
9. インターフェロンの抗ウイルス
作用機構を説明できる。
10. 歯科口腔領域に関連するウイル
ス感染症について説明できる。
[A-4-1-1,2,3,5]
事前学修：教科書p.21-26,184-210
を読んで疑問点を整理しておくこ
と。所要時間30分程度。
事後学修：講義後の課題をノートに
まとめ、到達目標の内容を整理して
おくこと。所要時間45分程度。

講
義

7/7
（火）

3

村木靖教授
（微生物学講座 感染
症学・免疫学分野）

ウイルス学

歯科口腔領域に関連す
る病原ウイルス感染症
について理解する。

1. 歯科口腔領域に関連するウイル
ス感染症について説明できる。
[A-4-1-1,2,3,5]
事前学修：教科書p.21-26,184-210
を読んで疑問点を整理しておくこ
と。所要時間30分程度。
事後学修：講義後、理解が不十分
だった箇所について、講義資料や教
科書を用いて知識を整理しておくこ
と。所要時間45分程度。

講
義

7/7
（火）

4

三浦利貴助教
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

真菌・原虫

真菌の細胞生物学と病
原性を理解する。

1. 細菌や他の微生物との細胞生物
学的な相違点を説明できる。
2. 二形性真菌と形態変換について
説明できる。
3. 真菌感染症の分類と主な疾患に
ついて説明できる。
4. 抗真菌薬の作用機序について説
明できる。
5. 主な原虫とその感染症について
説明できる。
[A-4-1-1,2,3,5]
事前学修：教科書p.27-39を読んで
疑問点を整理しておくこと。所要時
間30分程度。
事後学修：講義後の課題をノートに
まとめ、到達目標の内容を整理して
おくこと。所要時間45分程度。



演
習

7/14
（火）

4

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

三浦利貴助教
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

前期演習2

課題に対しグループ内
でディスカッションを
し、講義内容の相互理
解を深める。

グループワーク
1. 講義で理解できなかった項目を
列挙できる。
2. 理解できなかった項目の学習方
法を説明できる。
3. 理解できなかった項目について
学習し、説明できる。
4. 提示された課題の問題点を列挙
できる。
5. 提示された課題についての学習
方法を説明できる。
6. 提示された課題の学習を通し
て、自ら新たな問題点を見出すこと
ができる。
7. グループで協調し課題解決に務
めることができる。
8. グループワークの成果を
WebClassを用いて提出することがで
きる。
[A-1-3-5, A-4-1-1,2,3,5,9]
事前学修：今までに作成したノート
や教科書、講義資料を参照し、学習
内容を再確認しておくこと。所要時
間30分程度。
事後学修：演習問題の解説を、資料
を参考にノートにまとめておくこ
と。所要時間45分程度。

演
習

8/19
（水）

1

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

三浦利貴助教
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

前期演習2解説

グループワーク成果の
発表を通し、講義で修
得した知識を確実なも
のとして深化させ、問
題解決能力の基礎を身
につける。

グループワーク
1. 講義で理解できなかった項目を
列挙できる。
2. 理解できなかった項目の学習方
法を説明できる。
3. 理解できなかった項目について
学習し、説明できる。
4. 提示された課題の問題点を列挙
できる。
5. 提示された課題についての学習
方法を説明できる。
6. 提示された課題の学習を通し
て、自ら新たな問題点を見出すこと
ができる。
7. グループで協調し課題成果を発
表することができる。
[A-1-3-5, A-4-1-1,2,3,5,9]
事前学修：今までに作成したノート
や教科書、講義資料を参照し、学習
内容を再確認しておくこと。所要時
間30分程度。
事後学修：演習問題の解説を、資料
を参考にノートにまとめておくこ
と。所要時間45分程度。



講
義

9/28
（月）

2

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

免疫応答の成立とその
調節

免疫応答による生体防
御の仕組みを理解す
る。

1. 免疫応答に関与する器官と細胞
について説明できる。
2. 免疫細胞の抗原認識機構と反応
性について説明できる。
3. 主なサイトカインとその生物活
性について説明できる。
4. 免疫系による微生物排除機構を
説明できる。
[A-4-2-1,2,A-5-5-2]
事前学修：教科書p.82-92を読んで
疑問点を整理しておくこと。所要時
間30分程度。
事後学修：講義後の課題をノートに
まとめ、到達目標の内容を整理して
おくこと。所要時間45分程度。

講
義

10/5
（月）

2

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

自然免疫

自然免疫に関与する免
疫細胞や補体の役割
や、自然免疫の仕組み
を理解する。

1. 自然免疫に関与する細胞につい
て説明できる。
2. 自然免疫による微生物排除機構
を説明できる。
2. 抗原提示細胞とその機序につい
て説明できる。
3. 補体の機能について説明でき
る。
[A-4-2-2,3,4,A-5-5-2]
事前学修：教科書p.93-103を読んで
疑問点を整理しておくこと。所要時
間30分程度。
事後学修：講義後の課題をノートに
まとめ、到達目標の内容を整理して
おくこと。所要時間45分程度。

講
義

10/19
（月）

2

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

細胞性免疫

細胞性免疫の概念と意
義、成立機序を理解す
る。

1. 細胞性免疫に基づく免疫現象を
説明できる。
2. 細胞性免疫の成立機序を説明で
きる。
3. 細胞性免疫の発現機序を説明で
きる。
[A-4-2-2,3,A-5-5-2]
事前学修：教科書p.110-117を読ん
で疑問点を整理しておくこと。所要
時間30分程度。
事後学修：講義後の課題をノートに
まとめ、到達目標の内容を整理して
おくこと。所要時間45分程度。



講
義

10/28
（水）

3
4

中田匡宣非常勤講師
（鹿児島大学　教
授）

免疫グロブリン・粘膜
免疫

抗体を主とした宿主防
御機構（体液性免疫）
を理解する。

1. 抗体の種類、構造と機能を説明
できる。
2. Ｂ細胞抗原レセプターを介する
シグナル伝達とＢ細胞活性化を説明
できる。
3. Ｔ細胞抗原レセプターを介する
シグナル伝達とＴ細胞活性化を説明
できる。
4. 抗体による中和反応、沈降反
応、凝集反応を説明できる。
5. 補体反応の古典経路と別経路を
説明できる。
6. 粘膜免疫の特徴を説明できる。
[A-4-2-2,3,4,A-5-5-2]
事前学修：教科書p.104-109,117-
121を読んで疑問点を整理しておく
こと。所要時間30分程度。
事後学修：講義後の課題をノートに
まとめ、到達目標の内容を整理して
おくこと。所要時間45分程度。

演
習

11/2
（月）

2

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

三浦利貴助教
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

後期演習1 1. 講義で理解できなかった項目を
列挙できる。
2. 理解できなかった項目の学習方
法を説明できる。
3. 理解できなかった項目について
学習し、説明できる。
4. 提示された課題の問題点を列挙
できる。
5. 提示された課題についての学習
方法を説明できる。
6. 提示された課題の学習を通し
て、自ら新たな問題点を見出すこと
ができる。
[A-4-2-1,2,3,4,A-5-5-2]
事前学修：今までに作成したノート
や教科書、講義資料を参照し、学習
内容を再確認しておくこと。所要時
間30分程度。
事後学修：演習問題の解説を、資料
を参考にノートにまとめておくこ
と。所要時間45分程度。



演
習

11/9
（月）

2

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

三浦利貴助教
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

後期演習1解説

講義で修得した知識を
確実なものとして深化
させ、問題解決能力の
基礎を身につける。

1. 講義で理解できなかった項目を
列挙できる。
2. 理解できなかった項目の学習方
法を説明できる。
3. 理解できなかった項目について
学習し、説明できる。
4. 提示された課題の問題点を列挙
できる。
5. 提示された課題についての学習
方法を説明できる。
6. 提示された課題の学習を通し
て、自ら新たな問題点を見出すこと
ができる。
[A-4-2-2,3,4,A-5-5-2]
事前学修：今までに作成したノート
や教科書、講義資料を参照し、学習
内容を再確認しておくこと。所要時
間30分程度。
事後学修：演習問題の解説を、資料
を参考にノートにまとめておくこ
と。所要時間45分程度。

講
義

11/16
（月）

2

佐々木実非常勤講師 過敏症反応・免疫異常
と疾患

過敏症の発症機序とそ
の特徴について理解す
る。
免疫不全および自己免
疫疾患の発症と特徴に
ついて理解する。

1. Coombsによる過敏症の分類につ
いて説明できる。
2. 各過敏症反応の発症メカニズム
について説明できる。
3. 各過敏症反応の特徴と疾患につ
いて説明できる。
4. 主な免疫不全症の発症機序と疾
患について説明できる。
5. 自己免疫疾患発現に関与する因
子について説明できる。
6. 代表的な自己免疫疾患をあげ、
その特徴について説明できる。
[A-4-2-5,6]
事前学修：教科書p.122-137を読ん
で疑問点を整理しておくこと。所要
時間30分程度。
事後学修：講義後の課題をノートに
まとめ、到達目標の内容を整理して
おくこと。所要時間45分程度。

講
義

11/30
（月）

2

三浦利貴助教
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

滅菌と消毒
ワクチン

滅菌と消毒の定義およ
びそれぞれの方法を理
解する。
ワクチンの意義と種
類、特徴を理解する。

1. 滅菌と消毒それぞれの定義を説
明できる。
2. 物理的、化学的方法による滅菌
法を説明できる。
3. 主な消毒薬の分類とその効果に
ついて説明できる。
4. ワクチンの意義を説明できる。
5. ワクチンの種類について説明で
きる。
[A-4-1-1,8,A-4-2-7]
事前学修：教科書p.74-79、132-136
を読んで疑問点を整理しておくこ
と。所要時間30分程度。
事後学修：講義後の課題をノートに
まとめ、到達目標の内容を整理して
おくこと。所要時間45分程度。



講
義

12/2
（水）

1
2

根本優子非常勤講師 免疫学総括

グループワークにて学
生間で事前課題につい
てディスカッション
し、内容について講義
内で発表し全体及び
個々の理解を深める。

グループワーク
1. 免疫に関わる細胞について説明
できる。
2. 免疫に関わる液性因子について
説明できる。
3. 自然免疫について説明できる。
4. 獲得免疫について説明できる。
5. 細胞性免疫について説明でき
る。
6. 体液性免疫について説明でき
る。
7. 粘膜免疫について説明できる。
8. ワクチンについて説明できる。
[A-4-2-1,2,3,4,5,6,7,A-5-5-2]
事前学修：事前に示された課題につ
いてグループで取り組み、講義内で
の発表に臨む準備をしておくこと。
所要時間30分程度
事後学修：各班の発表内容の解説を
ノートにまとめておくこと。所要時
間45分程度。

講
義

12/7
（月）

2

三浦利貴助教
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

化学療法と薬剤耐性

化学療法と化学療法
剤、ならびに細菌の薬
剤耐性について理解す
る。

1. 選択毒性と抗菌薬の作用機序に
ついて説明できる。
2. 抗菌スペクトルと抗菌力の力価
について説明できる。
3. 薬剤耐性およびその発現機序に
ついて説明できる。
[A-4-1-6,7,A-6-4-6]
事前学修：教科書p.57-74を読んで
疑問点を整理しておくこと。所要時
間30分程度。
事後学修：講義後の課題をノートに
まとめ、到達目標の内容を整理して
おくこと。所要時間45分程度。



演
習

12/14
（月）

2

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

三浦利貴助教
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

後期演習2

課題に対しグループ内
でディスカッションを
し、講義内容の相互理
解を深める。

グループワーク
1. 講義で理解できなかった項目を
列挙できる。
2. 理解できなかった項目の学習方
法を説明できる。
3. 理解できなかった項目について
学習し、説明できる。
4. 提示された課題の問題点を列挙
できる。
5. 提示された課題についての学習
方法を説明できる。
6. 提示された課題の学習を通し
て、自ら新たな問題点を見出すこと
ができる。
7. グループで協調し課題解決に務
めることができる。
8. グループワークの成果を
WebClassを用いて提出することがで
きる。
[A-4-1-6,7,8,A-4-2-
1,2,3,4,5,6,7,A-5-5-2,A-6-4-6]
事前学修：今までに作成したノート
や教科書、講義資料を参照し、学習
内容を再確認しておくこと。所要時
間30分程度。
事後学修：演習問題の解説を、資料
を参考にノートにまとめておくこ
と。所要時間45分程度。

演
習

1/13
（水）

2

石河太知教授
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

三浦利貴助教
（微生物学講座 分子
微生物学分野）

後期演習2解説

グループワーク成果の
発表を通し、講義で修
得した知識を確実なも
のとして深化させ、問
題解決能力の基礎を身
につける。

グループワーク
1. 講義で理解できなかった項目を
列挙できる。
2. 理解できなかった項目の学習方
法を説明できる。
3. 理解できなかった項目について
学習し、説明できる。
4. 提示された課題の問題点を列挙
できる。
5. 提示された課題についての学習
方法を説明できる。
6. 提示された課題の学習を通し
て、自ら新たな問題点を見出すこと
ができる。
7. グループで協調し課題成果を発
表することができる。
[A-4-1-6,7,8,A-4-2-
1,2,3,4,5,6,7,A-5-5-2,A-6-4-6]
事前学修：今までに作成したノート
や教科書、講義資料を参照し、学習
内容を再確認しておくこと。所要時
間30分程度。
事後学修：演習問題の解説を、資料
を参考にノートにまとめておくこ
と。所要時間45分程度。



区分 発行年

教 2021年

参 2024年

参 2023年

推 2024年

当該科目に関連する実務教員の有無 … 無

一般的な講義に加え、グループワークによる知識定着をはかる。事前学修としてWebClassを用
いた資料や教科書による学修に加え、講義終了毎に事後学修としてポートフォリオの作成や課
題により自学自修の習慣の定着化と知識の集約化をはかる。グループワークは少人数班を複数
編成し、課題に対しチーム内でディスカッションをし、班ごとに成果物の提出を課す。学修定
着度は定期的な演習試験により確認し、提出物の確認や解説および補足講義を通しフィード
バックを行う。学修課題の提出はWebClassを介して行うことで、ICTスキルや情報リテラシーの
習得を図る。

口腔微生物学　第8版 石原和幸ほか　編 学建書院

教科書・参考書・推薦図書

書籍名 著者名 発行所

口腔微生物学・免疫学 第5
版

川端重忠ほか　編 医歯薬出版

エッセンシャル免疫学　第
4版

平野俊夫ほか　監訳 MEDSi

歯科衛生学シリーズ 微生
物学 第2版

寺尾豊ほか　著編 医歯薬出版

成績評価方法・基準・配点割合等

下記により評価し、65％以上を合格とする。
　前期試験（MCQ、記述） --------------------------- 40%
　後期試験（MCQ、記述） --------------------------- 40%
　演習試験 ---------------------------------------- 10%
　提出物　 ----------------------------------------  6%
　発　表　-----------------------------------------  3%
　その他　-----------------------------------------  1%

特記事項・その他（試験・レポート等へのフィードバック方法・アクティブラーニングの実施、ICTの活用 等）

到達目標 DP 定期試験 演習試験 提出物 発表 その他 合計

1、2、3 4、6、8 20 3 1 24

4、5 4、8 20 2 1 23

6、7、8、
9、10

4、8 40 5 1 46

11 2、3 1 1 1 3

12 1、4 1 1 2

13 9 1 1 2

合計 80 10 6 3 1 100



台数

1

1

1

1

1

1教室付属AVシステム 視聴覚用機器 講義プレゼンテーション等

授業に使用する機械・器具と使用目的

講義資料作成、プレゼンテー
ション等

タブレットパソコンiPad Air 視聴覚用機器 講義プレゼンテーション等

デスクトップパソコン iMac 視聴覚用機器 講義資料作成等

ノートパソコン MacBook Pro 視聴覚用機器
講義資料作成、プレゼンテー
ション等

ノートパソコン MacBook Air 視聴覚用機器

モノクロコピー・複合機一式 基礎実習・研究用機器 配付資料作成等

使用機器・器具等の名称・規格 使用区分 使用目的


